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２０２６年５月１８日（月） 

 

議長、ありがとうございます。 

 

 日本国外務大臣政務官の英利アルフィヤです。我が国代表団は、改訂された成果文書案を迅速に配

布するための議長及び事務局の惜しみない努力、そしてコンセンサスに向けたリーダーシップに対する感

謝の意を伝えます。 

 

成果文書案の指定された前文パラグラフに関する日本の見解を述べます。 

まず、日本は前文パラグラフ１を支持します。日本は一般討論において、この運用検討会議における

NPT に対するコミットメントの再確認の重要性を訴えました。今日に至るまで、多くの各国代表から核軍

縮・不拡散体制の礎石である NPT の重要性とコミットメントについて言及がありました。前文パラグラフ１

は、NPT の３つの柱である核軍縮、不拡散、原子力の平和的利用に対する締約国のコミットメントの基礎

となる不可欠なパラグラフです。 

 

前文パラグラフ２について、日本は、NPT が過去 50 年にわたって果たしてきた歴史的成果は称賛に値

すると考えます。唯一の戦争被爆国として、「核兵器のない世界」を目指す国際的な取り組みを主導する

ことは、我が国の使命です。したがって、そのような断固たる決意がこのパラグラフに明確に表明されて

いることを歓迎します。 

 

日本はまた、我が国が一貫して重視し、支持してきた内容である、核戦争に勝者はなく、また、核戦争

は決して戦われてはならないことを再確認する前文パラグラフ３及び、核兵器の使用がもたらす壊滅的で

非人道的な結末を認識する前文パラグラフ４の文言が盛り込まれていることも歓迎します。】 

 

議長、 

各国代表団の皆様、 

 

取り組むべきいくつかの大きな課題が残っており、締約国の見解が、時として大きく、異なる点もいくつ

かあります。しかし、我々の共通のミッションは「核兵器のない世界」に向けた共通のコミットメントを世界

に提示することです。我々はそのためにここに集っているのです。 

 

高市総理大臣はこの会議に宛てたメッセージにおいて、核兵器をめぐる不信の連鎖を断ち切るため、

この運用検討会議の機会を信頼醸成に向けた対話の第一歩とすることを要請しました。 

この残り数日、我々の共通の目標をもう一度想起し、今こそ我々の手でコンセンサスを成し遂げてみせ

ましょう。この目標へのコミットメントと、議長への我が国代表団の揺るぎない支持を改めて表明します。 

 

ありがとうございました。 

（了） 


